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机の上に大きな図面を広げたり、あるいは2つ以上の書類や参考書などを広げた時、そこを照らす明るさが中心と端
っこで大きく違うといった経験はないでしょうか？ 作業をしたり勉強をしたりする机の上の明るさで、ムラが大きくな
るというのはいい照明とは言えません。

照明器具が照らすべき面の明るさのムラの度合い（明るいところと暗いところ差）を専門用語で均斉度（きんせいど）
とよびます。LED照明の場合、何も工夫せずにつくるとスポット光になる傾向があり、結果、均斉度の低いデスクライト
になってしまいます。

近年、LEDメーカーによるLED素子の性能向上は目覚ましいため、照明器具メーカーはそのようなLEDを特に工夫
しなくても部品として使うだけで、照度（明るさ）、演色性（ 色の正しい再現性 ）、消費電力などは大幅に改善されて
きました。しかし、均斉度に関してはLED器具メーカーが努力し工夫して作らないとよくなりません。

2004年に寝室専用のLED寝室読書灯を開発して以来、13年以上LED読書灯を作り続けてきた
エル光源が、最後に取り残された課題である『均斉度の向上』に真剣に取り組んだ結果が、この
Area8055です。

高均斉度デスクライトとは




